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● 都市の感性価値ランキングで東京が 1位に 森記念財団が発表 

森記念財団の都市戦略研究所は 3月 3日、都市空間の「人間の感性に訴える力」を指標化した「ア

ーバン・インタンジブル・バリュー（都市の感性価値）（Urban Intangible Values, UIV）」を発表し

た。 

UIVは、都市に生きる人々が都市に求める「非物質的な価値」を評価する目的で提案され、効率、

正確・迅速、安全・安心、多様、ホスピタリティ、新陳代謝の 6つの要素からなり、それぞれの要素

は 6つの質問項目から尺度構成されている。 

UIVを世界の主要 21都市について評価した結果、総合点で東京は 1位となった。東京は、6要素全

てで 10位以内にランクインしており、とりわけ「ホスピタリティ」と「効率」の要素で 1位となり、

総合的に感性的な価値が高いことが明らかになった一方で、「多様」、「新陳代謝」の要素で課題も明

らかになったと、都市戦略研究所はまとめている。 

 

図表 主要 21都市のランキング 

 

（出典：森記念財団都市戦略研究所プレスリリース） 

 

アーバン・インタンジブル・バリュー（都市の感性価値）：森記念財団 都市戦略研究所 

 

  

http://www.mori-m-foundation.or.jp/pdf/20150303_uiv.pdf



